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                                         WEF 技術開発㈱ 

             WEF の技術と有機廃棄物の処理方法 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱磁気処理装置 

有機固体廃棄物 

処理量大 
処理量小 

On site 

処理量小 

On site 
処理量大 

処理対象物 

ペットボトル、プラスチック、タ

イヤ、ゴム製品、塗料残渣、油ス

ラッジ、医療廃棄物 

 

処理対象物 

生ゴミ、食品残差、農業廃棄

物、余剰汚泥、水草、牛糞・

豚糞 

 

処理対象物 

汚れたペットボトル、食糞

が付着したプラスチック、

医療系廃棄物、 

 

処理対象物 

分別していないゴミ類、 

野積廃棄物、 

 

 

有機物熱分解炉（油化装置） 

 

活性酸素処理装置 

 

スクリュー型ｺﾝﾎﾟｽﾄﾌﾟﾗﾝﾄ 

分別・リサイクル可能 分別不可・ﾘｻｲｸﾙｺｽﾄ大 

その他残渣 動植物、食品系 食品系、その他混合 

 

処理量 5～100t/日 100～3000 ㎏/日 1～3 ㎥/日 100t/日 

 

生成物 粗燃油 

カ-ボン 

無機スラグ 

分解・減容化残渣 投入量の 1/300~1/500

のセラミック 

堆肥 

食品系以外の残渣 

 

目的 粗燃油にリサイク

ル 

細胞膜分解で減容化、

微生物分解の前処理 

消滅処理 

基本リサイクル無し 

100％好気菌処理によ

る堆肥化 

 

利用 

目的 

油化可能な廃棄物

を、大量に、連続

処理 

生ごみ等を Onsite で

減容化 

堆肥・メタン発酵の処

理時間短縮 

リサイクルコストが大

きい廃棄物を消滅処理 

電源は煙処理用 100V

のみ 

生成セラミックは脱臭

剤利用可能 

分別できていない残渣

(放置ゴミ含む)を、ニ

オイのない好気発酵処

理 

食品系以外の残渣は完

熟後に分別 

 
あらゆる有機廃棄物を目的に合わせて低コストでの処理をご提案します 


